
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
書評『 東アジアにおける〈書の美学〉の伝統と変容』 神林恒
道・萱のり子・角田勝久編（三元社、二〇一六年四月刊） <論考>

Auther(s)
青木, 孝夫

Citation
藝術研究 , 32 : 55 - 64

Issue Date
2019-08-01

DOI

Self DOI

URL
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00048118

Right
Copyright (c) 2019 by Author

Relation

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Hiroshima University Institutional Repository

https://core.ac.uk/display/228066862?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00048118


書評 『東アジアにおける〈書の美学〉の伝統と変容』 

55

◆
本
書
の
構
成
と
由
来

今
春
、
上
野
の
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
顔
真
卿
の
展
覧
会
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
た
。
書
は
現
代
日
本
人
の
心
を
な
お
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本

書
は
、
二
〇
一
五
年
秋
、
書
を
巡
り
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告

書
で
あ
り
、
冒
頭
の
基
調
論
文
を
含
む
と
二
十
一
本
の
論
考
を
二
言
語
（
日
本

語
と
英
・
中
・
韓
の
い
ず
れ
か
）
で
収
載
す
る
国
際
性
豊
か
な
論
文
集
で
あ

る
。本

書
の
構
成
は
、
書
文
化
の
淵
源
で
あ
る
中
国
か
ら
日
本
・
朝
鮮
と
い
う
周

縁
地
域
へ
の
展
開
を
横
糸
に
、
現
代
に
至
る
「
近
代
」
と
そ
れ
に
対
峙
す
る

「
伝
統
」
を
縦
糸
と
し
て
織
り
成
さ
れ
て
い
る
。「
中
国
に
お
け
る
書
法
の
伝

統
」「
新
潟
の
書
の
伝
統
」「
韓
国
・
日
本
に
お
け
る
書
の
変
容
」
の
三
章
を
中

心
に
、
さ
ら
に
《
共
同
討
議
》「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
時
代
に
お
け
る
書
の
可
能
性
」

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
「
交
流
と
理
解
の
た
め
に
」
を
加
え
た
五
章
か
ら
成

り
、
五
百
頁
を
越
え
る
浩
瀚
な
も
の
で
あ
る
。

◆
現
代
の
書
道
史
研
究
の
潮
流
と
書
評
の
課
題

日
本
国
内
で
の
書
の
研
究
は
、
伝
統
的
な
も
の
が
主
流
と
聞
く
。
す
な
わ

ち
、
書
学
書
道
史
学
会
や
書
論
研
究
会
や
書
道
の
実
技
を
教
え
る
各
地
の
大
学

で
も
、
中
国
の
古
典
を
軸
に
日
本
の
古
典
も
加
え
た
書
跡
の
研
究
が
中
心
で
あ

る
、
と
。
そ
の
中
で
、
近
現
代
書
道
史
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
一
瞥
す
る

と
、
そ
の
歴
史
政
治
的
姿
勢
が
目
立
つ
。
例
え
ば
笠
嶋
忠
幸
『
日
本
美
術
に
お

け
る
「
書
」
の
造
形
史
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
が
示
す
よ
う
に
、
近

書
評 『

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る〈
書
の
美
学
〉の
伝
統
と
変
容
』

　
　

神
林
恒
道
・
萱
の
り
子
・
角
田
勝
久
編
（
三
元
社
、
二
〇
一
六
年
四
月
刊
）

�

青
　
　
木
　
　
孝
　
　
夫
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代
に
於
け
る
「
美
術
」
概
念
の
輸
入
や
「
美
術
」
制
度
の
定
着
を
巡
り
「
書
」

の
考
察
を
展
開
す
る
の
が
、
最
近
の
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
状

況
に
於
い
て
、
傍
流
と
は
い
え
、
書
道
に
対
す
る
美
学
的
研
究
の
方
向
性
や
意

義
も
近
年
徐
々
に
認
知
さ
れ
て
き
た
。
書
の
美
学
的
研
究
は
、
例
え
ば
饗
場
一

雄
『
書
道
の
藝
術
學
的
究
明
：
藝
術
の
人
間
學
的
考
察
』（
平
凡
社
、
一
九
四

九
）
の
よ
う
に
以
前
か
ら
あ
る
と
は
い
え
、
比
較
的
近
年
の
四
半
世
紀
前
頃
か

ら
一
つ
の
流
れ
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。「
森
田
子
龍
と
『
墨
美
』」
展
（
兵
庫

県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
二
年
）
で
は
、
前
衛
書
の
「
美
」
の
問
題
を
正
面

か
ら
取
り
上
げ
た
。
萱
の
り
子
が
美
学
芸
術
学
的
な
研
究
を
『
書
芸
術
の
地
平

─
─
そ
の
歴
史
と
解
釈
』（
大
阪
大
学
出
版
会
）
に
結
実
さ
せ
た
の
は
二
〇
〇

〇
年
で
あ
る
。
近
年
、
天
野
一
夫
は
雑
誌
『
書
の
美
』
の
復
刻
版
を
二
〇
一
三

年
に
監
修
・
刊
行
し
、
栗
本
高
行
『
墨
痕
─
─
書
芸
術
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム

の
胎
動
』（
森
話
社
、
二
〇
一
六
） 

が
著
さ
れ
る
な
ど
、
書
の
美
を
問
い
、
あ

る
い
は
美
術
側
と
交
錯
す
る
書
研
究
が
持
続
的
に
展
開
し
て
い
る
。
本
書
の
も

と
に
な
る
「
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
５
新
潟
市
」
で
の
書
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
、
そ
の
報
告
集
で
あ
る
本
書
も
、
こ
う
し
た
流
れ
を
継
承
し
、
か
つ
推

進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、
書
と
美
術
の
ジ
ャ
ン
ル
間
の
比
較
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
東
西
の
書
に
向
け
る
視
線
の
相
違
に
加
え
て
、
東
ア
ジ
ア
内

部
の
諸
文
化
の
視
角
か
ら
書
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
多
文
化

の
多
様
な
視
角
か
ら
の
書
の
研
究
を
通
し
、
東
ア
ジ
ア
の
美
学
受
容
の
問
題
に

も
示
唆
を
与
え
よ
う
と
す
る
意
図
は
、
従
来
と
は
一
線
を
画
す
。
こ
の
趣
旨
に

つ
い
て
は
「
ま
え
が
き
」（
萱
の
り
子
）
が
明
快
に
示
し
、
神
林
恒
道
の
「
基

調
論
文
」
並
び
に
「
あ
と
が
き
」
も
議
論
を
概
括
し
、
企
画
の
美
学
的
意
義
に

及
ん
で
い
る
。

本
評
も
ま
た
、
書
に
つ
い
て
の
個
別
の
芸
術
学
的
研
究
を
踏
ま
え
、「
書
」

が
照
射
す
る
美
学
の
問
題
、
こ
と
に
東
ア
ジ
ア
の
近
代
に
於
い
て
「
美
学
」
と

は
何
か
と
い
う
問
題
を
問
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
点
で
は
本
書
の
企
画
方
針
と

一
致
す
る
が
、
評
者
が
書
の
研
究
者
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
本
書
が
美

学
を
正
面
か
ら
主
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
小
稿
は
、
書

研
究
の
書
評
と
は
お
の
ず
か
ら
趣
を
異
に
す
る
。
本
稿
は
、
本
書
に
収
載
さ
れ

た
書
研
究
の
前
線
を
紹
介
す
る
と
共
に
、「
書
」
の
考
察
が
触
発
し
喚
起
す
る

書
の
美
学
の
現
在
形
を
考
え
る
こ
と
、
わ
け
て
も
ア
ジ
ア
の
近
代
ま
た
現
代
に

於
い
て
「
美
学
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
向
き
合
う
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

◆
書
の
美
学
の
文
脈

こ
の
書
物
は
、
主
に
「
書
」
と
い
う
東
ア
ジ
ア
起
源
の
芸
術
文
化
の
伝
統
と

変
容
を
扱
う
が
、
西
欧
に
於
け
る
書
の
受
容
や
西
欧
か
ら
の
書
へ
の
眼
差
し
も

積
極
的
に
問
題
と
す
る
。
多
文
化
時
代
に
於
い
て
書
に
向
け
ら
れ
る
各
種
の
視

線
に
留
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
書
名
タ
イ
ト
ル
中

の
「
美
学
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
美
学
」
は
、
特
定
の
地
域
や
時
代
等

が
有
す
る
書
芸
術
や
書
文
化
の
理
想
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
あ
い
と
、
書
芸
術
に

関
す
る
美
学
的
考
察
と
い
う
意
味
と
両
義
的
で
あ
る
。
後
者
の
意
味
で
の
〈
書
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の
美
学
〉
は
、
一
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
た
し
か
に
書
は
東
ア
ジ
ア
で

は
実
用
と
し
て
も
文
人
的
教
養
と
し
て
も
（
例
え
ば
六
芸
の
一
画
を
構
成
す
る

等
）、
極
め
て
重
要
な
文
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
欧
近
代
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル

に
書
芸
術
は
含
ま
れ
ず
、
芸
術
学
や
芸
術
哲
学
を
軸
と
す
る
従
来
の
西
欧
美
学

に
と
っ
て
書
は
埒
外
で
あ
る
。
そ
の
書
と
西
欧
美
学
と
の
出
会
い
を
問
う
こ
と

が
本
書
の
一
つ
の
眼
目
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
両
者
は
出
会
っ
た
の
か
。

ま
ず
は
、
前
提
と
な
る
べ
き
〈
書
の
美
学
〉
が
根
ざ
し
て
い
る
歴
史
社
会
的

文
脈
に
関
し
て
二
つ
の
文
化
変
容
を
取
り
上
げ
る
。

◆
第
一　

文
化
力
学
に
よ
る
芸
術
へ
の
視
線
の
変
容

書
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
芸
術
観
と
、
西
欧
基
準
で
芸
術
を
研
究
す

る
近
代
美
学
と
の
間
に
は
、
ズ
レ
・
乖
離
が
あ
る
。
東
西
の
文
化
衝
突
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
側
に
芸
術
観
の
上
で
の
変
容
を
齎
し
た
。
日
本
で
は
、
明
治
以
来
、

芸
術
文
化
に
向
か
う
視
線
が
変
容
し
た
。
例
え
ば
、「
式
楽
」
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
た
江
戸
の
「
猿
楽
」
は
「
能
楽
」
と
な
り
、
歌
舞
伎
は
西
欧
的
枠
組
で

「
演
劇
」
と
な
り
、
や
が
て
能
楽
も
ま
た
演
劇
に
な
っ
た
。「
書
」
は
「
詩
書

画
」
の
「
三
絶
」
か
ら
半
ば
切
り
離
さ
れ
た
。
こ
の
書
を
味
わ
う
西
欧
の
眼
差

し
は
、
書
に
文
字
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
こ
と
は
承
知
だ
が
、
そ
の
意
味
理
解

を
必
須
と
し
な
く
と
も
書
の
鑑
賞
が
成
立
す
る
と
す
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
書
を

一
種
の
抽
象
絵
画
と
解
す
る
視
線
に
繋
が
る
（「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
の

書
の
コ
レ
ク
タ
ー
―
―
意
味
を
超
越
し
た
理
解
」
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
）。

し
か
し
、
近
年
、
書
か
れ
た
文
字
の
意
味
に
関
す
る
無
理
解
を
前
提
と
す
る
の

で
は
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
と
共
に
、
ま
た
背
後
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
や
漢
字
の
意
味

を
理
解
し
て
楽
し
む
傾
向
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
。
文
化
の
享
受
と
し
て
は

当
然
の
進
展
で
あ
ろ
う
が
、
書
の
鑑
賞
に
と
っ
て
必
要
な
漢
字
の
教
養
は
、
西

欧
の
知
識
層
に
と
っ
て
義
務
的
で
は
な
い
。

し
か
し
、
東
洋
の
伝
統
で
は
意
味
抜
き
の
書
の
鑑
賞
は
欠
陥
で
あ
る
。
実

際
、
今
で
も
、
訪
問
先
の
掛
け
軸
の
書
が
読
め
ず
意
味
を
理
解
で
き
な
い
時
、

我
々
に
は
無
教
養
、
あ
る
い
は
、
か
つ
て
の
教
養
か
ら
離
れ
た
者
の
悲
し
み
が

つ
き
ま
と
う
。
こ
う
し
た
書
に
対
す
る
鑑
賞
姿
勢
の
相
違
は
、
個
別
作
品
の
次

元
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
「
逸
品
」
へ
の
評
価
は
、
か
つ
て
は
西
欧
美
術
史

的
発
想
に
よ
り
作
品
や
画
風
に
絡
め
て
理
解
さ
れ
た
が
、
元
来
「
逸
品
」
は
、

詩
文
や
絵
画
の
分
野
に
於
い
て
作
家
に
用
い
ら
れ
た
記
述
用
語
で
あ
っ
た
。
今

日
で
は
、
こ
う
し
た
文
脈
の
相
違
を
十
分
に
顧
慮
せ
ず
に
、
作
品
や
作
家
や
用

語
に
対
し
、
西
欧
美
術
史
の
歴
史
観
と
価
値
観
を
投
影
す
る
こ
と
は
批
判
に
曝

さ
れ
て
い
る
（「
美
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
逸
品
―
―
中
国
芸
術
論
に
お
け

る
書
か
ら
絵
画
へ
」
ヨ
ー
レ
ン
・
エ
ス
カ
ン
ト
）。
現
代
は
、
西
欧
的
価
値
観

に
よ
る
評
価
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
土
着
つ
ま
り
東
ア
ジ
ア
自
身
の
価
値
観
と
歴

史
的
文
脈
に
依
拠
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
よ
う
。

芸
術
観
の
上
で
の
文
化
交
錯
の
実
質
は
、
西
欧
の
基
準
に
合
わ
せ
て
東
ア
ジ

ア
の
書
や
芸
術
観
を
裁
断
す
る
プ
ロ
ク
ル
ス
テ
ス
の
ベ
ッ
ド
で
あ
っ
た
。
し
ば

し
ば
東
が
西
を
先
進
と
し
て
仰
ぎ
、
西
の
価
値
観
や
認
識
の
枠
組
み
を
受
け
入
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れ
た
の
で
あ
る
。
加
地
伸
行
（「
中
国
哲
学
に
於
け
る
伝
統
の
形
成
・
文
字
学
」）

が
示
す
よ
う
に
、
も
と
も
と
象
形
文
字
に
発
す
る
漢
字
に
は
絵
の
性
格
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
再
現
的
意
味
を
担
う
。
古
代
に
絵
は
文
字
と
な
っ
た
が
、
明
治
の

世
に
発
さ
れ
た
「
書
」
は
「
美
術
」
か
と
い
う
問
い
は
、
東
西
の
間
で
働
い
た

文
化
力
学
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
、
岡
倉
天
心
と

小
山
正
太
郎
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
書
ハ
美
術
ナ
ラ
ス
ヤ
」
と
い
う
論
争
で
、

小
山
は
西
欧
由
来
の
「
美
術
」
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
、
そ
の
枠
内
に
「
書
」

が
収
ま
る
か
ど
う
か
を
論
じ
て
、
書
を
美
術
で
す
ら
な
い
符
号
と
見
な
し
か
ね

な
い
。
小
山
を
岡
倉
天
心
が
批
判
す
る
次
第
で
あ
る
。
こ
の
背
後
に
あ
っ
て
問

わ
れ
る
べ
き
は
、「
美
術
」
の
眼
鏡
を
か
け
て
書
を
み
る
植
民
地
型
の
日
本
の

知
識
人
の
エ
ー
ト
ス
だ
け
で
は
な
い
。
色
眼
鏡
の
度
が
合
っ
て
い
な
く
と
も
、

こ
の
眼
鏡
を
か
け
続
け
て
評
価
す
る
姿
勢
や
研
究
の
制
度
化
で
あ
る
。「
美
術
」

の
視
線
の
制
度
化
の
一
端
は
、
世
紀
の
変
わ
り
目
に
現
れ
た
『
稿
本
日
本
帝
国

美
術
略
史
』（
帝
国
博
物
館
編
、
一
九
〇
一
年
）
と
い
っ
た
「
美
術
」
の
概
念

や
歴
史
を
日
本
で
確
立
し
よ
う
と
す
る
著
作
に
窺
え
る
。
西
欧
の
ま
な
ざ
し
を

歴
史
学
の
上
で
体
現
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
戦
争
を
跨
ぐ
半
世
紀
の
時
間
を

経
て
、「
書
」
家
が
身
を
投
じ
、
あ
る
い
は
蝉
脱
し
て
「
美
術
」
家
に
変
身
し

よ
う
と
し
た
戦
後
の
書
の
芸
術
運
動
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
（「
書
と
抽
象
絵

画
―
―
一
九
五
〇
年
代
の
二
つ
の
実
践
」
尾
崎
信
一
郎
）。

◆
第
二　

筆
記
用
具
の
発
達
と
〈
書
く
〉
文
化
の
変
容　

も
う
一
つ
の
文
化
変
容
は
、
書
く
こ
と
あ
る
い
は
表
記
に
関
す
る
技
術
や
メ

デ
ィ
ア
の
進
展
と
関
わ
る
。
明
治
期
、
美
術
教
育
で
は
毛
筆
・
鉛
筆
の
優
劣
論

争
が
起
き
て
い
た
が
、
筆
記
具
が
溢
れ
て
い
る
今
日
、
毛
筆
に
実
用
的
価
値
は

な
い
。
毛
筆
で
書
く
こ
と
も
鑑
賞
す
る
こ
と
も
趣
味
で
あ
る
。
戦
後
の
展
覧
会

書
道
の
隆
盛
が
示
す
の
は
、
書
の
実
用
性
が
喪
わ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
書
が
芸

術
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な
逆
説
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
毛
筆
文
化
は
、

単
な
る
実
用
技
能
を
超
え
て
「
三
絶
」（
詩
書
画
）
の
ご
と
き
文
化
的
価
値
を

体
現
し
て
き
た
が
、
そ
の
根
底
に
は
「
筆
」
が
あ
る
。「
書
」
と
旧
字
の
「
畫
」

は
共
に
「
聿
」（
筆
の
原
字
）
を
含
む
が
、
書
と
絵
画
は
筆
、
運
筆
を
基
礎
と

す
る
。
こ
の
点
は
印
刷
文
化
等
で
は
代
替
の
効
か
な
い
毛
筆
文
化
の
母
胎
と
し

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。（
前
出
、
神
林
「
基
調
講
演
」）

「
書
く
」
こ
と
す
ら
変
容
し
つ
つ
あ
る
現
代
で
も
、
種
々
の
筆
記
具
と
の
関

係
性
の
中
に
筆
法
の
感
覚
が
認
め
ら
れ
る
。
鉛
筆
に
せ
よ
万
年
筆
に
せ
よ
、
筆

を
執
っ
て
書
く
と
い
う
身
体
の
は
た
ら
き
、
ま
た
身
心
の
感
覚
は
、
歴
史
の
変

化
を
貫
き
存
続
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
や
筆
を
捨
て
手
で
書
く
こ
と
も
離
れ

て
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
を
「
打
ち
」、
紙
か
ら
も
離
れ
て
液
晶
画
面
に
指
タ
ッ

チ
、
フ
リ
ッ
ク
入
力
し
て
文
字
を
表
現
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
時
代
で

あ
る
。
否
応
な
し
に
文
字
や
書
に
対
す
る
身
体
感
覚
が
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
共
同
討
議
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
時
代
に
お
け
る
書
の
可
能

性
」
が
詳
し
い
。
い
っ
そ
古
い
時
代
に
眼
を
向
け
れ
ば
、
文
字
を
書
く
こ
と
が
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無
意
識
に
紙
な
ど
の
媒
体
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
か
つ
て
漢

字
、
文
字
は
、
骨
に
或
い
は
石
や
岩
に
刻
ま
れ
、
そ
の
媒
材
の
堅
牢
性
や
書
か

れ
た
内
容
が
、
書
が
担
っ
て
い
た
公
共
性
の
性
格
を
示
し
て
い
る
（
ロ
タ
ー

ル
・
レ
デ
ロ
ー
ゼ
「
中
国
最
大
の
奥
書
―
―
五
七
九
年
に
鐵
山
に
刻
ま
れ
た

《
石
頌
》」）。
経
文
を
高
さ
十
七
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
岩
に
彫
り
《
石
頌
》
と
す

る
こ
と
は
、
当
時
の
社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
志
向
を
示
す
。
集
団
と

し
て
の
祈
祷
や
顕
彰
や
記
念
等
の
意
思
を
、
高
く
掲
げ
る
と
共
に
次
代
を
担
う

後
世
に
伝
達
す
る
こ
と
に
深
く
配
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
文
字

は
人
間
が
社
会
を
営
み
、
意
思
の
伝
達
を
行
う
こ
と
と
深
く
関
係
し
、
そ
の
管

理
や
教
育
に
は
政
治
も
関
わ
っ
て
く
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
公
共
性
を
前
提

に
、
書
く
こ
と
の
身
体
性
に
現
代
的
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

◆
毛
筆
文
化
の
身
体
性
へ
の
注
目

筆
に
墨
を
含
ま
せ
紙
に
書
く
と
い
う
営
為
は
、
か
つ
て
、
我
々
の
身
体
感
覚

に
ま
た
思
考
に
深
く
根
付
い
て
い
た
。
習
字
の
基
礎
訓
練
で
は
、
一
通
り
筆

順
に
従
い
、
手
本
に
見
習
っ
て
字
を
書
く
筆
の
運
び
が
あ
る
。
本
書
で
邱
振

中
（「
書
法
作
品
の
中
の
運
動
と
空
間
」）
は
、
こ
れ
を
筆
ま
た
線
、
つ
ま
り
運

筆
の
「
外
部
運
動
」
と
呼
ぶ
。
二
次
元
的
な
平
面
上
に
残
る
、
こ
の
運
動
の
軌

跡
が
い
わ
ば
書
で
あ
る
。
絵
を
描
く
に
も
字
を
書
く
に
も
、
筆
を
執
り
腕
だ
け

で
な
く
全
身
で
書
く
。
そ
の
際
に
、
筆
に
宿
る
力
に
は
書
き
手
の
身
体
や
気
持

ち
、
更
に
は
、
そ
の
背
後
に
働
く
眼
に
見
え
な
い
創
作
の
現
場
な
い
し
自
然
の

運
気
が
あ
る
。
筆
と
手
と
身
心
の
関
係
の
重
要
性
は
、
東
ア
ジ
ア
の
芸
術
論
の

中
で
繰
り
返
し
問
わ
れ
て
き
た
。（
こ
の
点
を
論
じ
る
古
典
に
荊
浩
『
筆
法
記
』

が
あ
り
、
絵
画
だ
が
『
歴
代
名
画
記
』
が
あ
る
。）
作
品
の
上
に
現
れ
人
を
魅

了
す
る
も
の
は
、
再
現
さ
れ
る
形
な
の
か
、
形
を
描
き
表
現
す
る
人
の
意
な
の

か
、
そ
れ
と
も
人
の
手
を
通
り
筆
先
か
ら
作
品
に
出
現
す
る
世
界
の
気
な
の

か
、
書
論
も
画
論
も
問
題
に
し
て
き
た
。
形
を
超
え
た
書
の
生
き
生
き
と
し
た

生
動
性
を
感
取
さ
せ
る
運
筆
の
性
格
を
、
邱
振
中
は
「
内
部
運
動
」
と
い
う
。

伝
統
的
に
は
、
生
成
す
る
「
気
」
の
運
動
で
あ
る
。
邱
に
拠
れ
ば
、
こ
の
生
き

た
線
の
運
動
と
し
て
の
書
の
創
作
な
い
し
鑑
賞
こ
そ
が
書
の
伝
統
を
形
成
し
て

き
た
も
の
の
中
核
で
あ
り
、
絵
画
に
も
通
じ
書
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
も
こ
の
内
部
運

動
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

◆
書
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム

書
が
国
際
的
な
芸
術
、
つ
ま
り
西
欧
を
相
手
に
近
代
的
な
視
点
か
ら
美
術
と

し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
書
を
画
に
字
を
絵
に
し
よ
う
と
い
う
運

動
が
起
き
た
。
こ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
系
譜
で
は
墨
人
会
（
一
九
五
二
年
）
の
活

動
が
著
名
で
あ
る
が
、
芸
術
運
動
と
し
て
は
戦
前
の
「
書
道
芸
術
社
」
に
遡
行

す
る
。
そ
も
そ
も
書
を
「
美
術
」
や
「
造
形
性
」
の
概
念
で
切
る
の
は
、
一
つ

の
物
の
見
方
で
あ
る
。「
書
を
近
代
芸
術
思
想
の
上
に
確
立
す
る
」「
書
を
世
界

的
規
模
の
上
に
拡
大
す
る
」（
前
出
、
尾
崎
論
文
）
と
い
っ
た
目
標
そ
の
も
の

が
卓
見
で
も
あ
れ
ば
偏
見
で
も
あ
っ
た
。
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東
ア
ジ
ア
に
於
い
て
書
は
、
前
衛
書
以
前
に
膨
大
な
る
歴
史
と
文
化
を
背
後

に
控
え
る
。
そ
こ
に
脈
動
し
て
い
る
の
は
美
術
的
契
機
だ
け
で
は
な
い
。
書
の

モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
書
か
ら
文
字
の
明
瞭
な
意
味
契
機
を
捨
象
し
、
造
形
性
を
重
視

し
表
現
の
生
動
性
に
注
目
し
、
西
欧
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
の
潮
流
と
共
鳴
・
協

調
し
よ
う
と
し
た
。『
墨
美
』（
一
九
五
一
年
〜
）
を
発
刊
し
た
森
田
子
龍
ら
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
書
道
芸
術
院
現
代
書
道
展
」（
一
九
五
二
年
）
を
開
催
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
種
の
書
展
は
盛
行
し
た
が
、
書
芸
術
の
評
価
は
、
国
際
的

と
言
っ
て
も
一
連
の
抽
象
芸
術
運
動
が
隆
盛
を
見
る
西
欧
的
な
文
脈
に
根
ざ
し

た
の
で
あ
る
。
尾
崎
信
一
郎
に
拠
れ
ば
、
米
国
の
抽
象
表
現
主
義
の
盟
主
ジ
ャ

ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
は
雑
誌
『
具
体
』（
一
九
五
五
年
〜
）
と
関
わ
り
が
あ
っ

た
が
、
関
西
を
中
心
に
独
自
の
活
動
を
展
開
し
た
具
体
美
術
は
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
は
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の
運
動
の
一
派
と
み
な
さ
れ
る
な
ど
、
こ
こ
で
も
ま
た

西
欧
的
土
俵
で
の
〈
ま
な
ざ
し
〉
す
な
わ
ち
評
価
と
認
知
が
問
題
と
な
る
。
学

問
の
背
景
に
も
文
化
の
力
学
は
働
く
。
ジ
ェ
ー
ニ
ャ
・
ボ
グ
ダ
ノ
ワ
（「
戦
後

の
日
本
前
衛
書
道
と
欧
米
抽
象
絵
画
に
お
け
る
余
白
の
概
念
に
つ
い
て
」）
は
、

書
の
余
白
に
注
目
し
て
、
そ
の
意
義
を
東
西
双
方
の
文
脈
で
解
釈
し
、
文
化
力

学
の
偏
り
を
回
避
す
る
丁
寧
な
学
問
的
実
践
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
文
字
の
定
型
性
を
越
え
て
表
現
を
展
開
す
る
書
の
運
動
は
、「
西
欧

絵
画
の
世
界
に
、
身
体
性
あ
る
い
は
時
間
性
の
契
機
を
持
ち
込
ん
だ
」（「
書
の

美
学
―
―
東
西
の
美
の
間
で
」
神
林
恒
道
）
と
い
う
。
身
体
的
あ
る
い
は
行
為

的
契
機
の
重
要
性
の
指
摘
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
は
影
響
関
係
と

い
う
よ
り
共
時
的
共
鳴
的
な
運
動
で
は
な
か
っ
た
か
。

前
衛
美
術
は
、
絵
画
を
書
、
況
ん
や
字
に
置
換
し
よ
う
と
し
た
訳
で
は
な
い

が
、
そ
も
そ
も
書
の
伝
統
で
は
、
運
筆
の
身
体
性
や
時
間
運
動
の
契
機
、
つ
ま

り
行
為
的
契
機
を
重
視
し
て
き
た
。
書
を
評
価
す
る
視
点
・
基
準
そ
の
も
の

が
、
西
欧
美
術
の
革
新
の
動
向
と
時
代
の
流
れ
に
於
い
て
合
流
し
た
か
に
見
え

る
。戦

後
書
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
書
芸
術
の
栄
光
と
い
う
形
で
語
ら
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
書
を
西
欧
美
術
の
土
俵
で
評
価
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
小
山
正
太
郎

と
同
じ
く
脱
亜
入
欧
の
文
明
観
・
文
化
力
学
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
前

衛
書
を
国
際
的
に
通
用
す
る
「
美
術
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
も
、「
や
は
り
書

は
書
で
あ
っ
て
、
絵
と
同
一
視
は
出
来
な
い
。（
中
略
）
こ
の
小
山
と
岡
倉
の

論
争
に
溯
る
、
美
術
と
し
て
の
書
の
可
能
性
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
そ
の
後
も
未

解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
」（
神
林
「
あ
と
が
き
」）
と
の
指
摘
は
妥
当
し
よ

う
。自

己
の
文
化
的
由
来
を
離
脱
し
西
欧
美
術
の
土
俵
に
根
付
こ
う
と
す
る
書
の

芸
術
運
動
は
、
芸
術
的
実
践
と
し
て
は
或
る
程
度
成
功
し
た
。
し
か
し
、
自
己

を
脱
皮
し
て
「
美
術
」
に
な
ろ
う
と
す
る
書
に
は
理
論
的
に
「
美
術
」
に
影
響

を
及
ぼ
す
力
は
な
か
っ
た
（
前
出
、
ジ
ェ
ー
ニ
ャ
・
ボ
グ
ダ
ノ
ワ
論
文
）。

◆
運
筆
の
身
体
感
覚
と
書
を
読
む
身
体
性

書
文
化
の
基
本
は
筆
の
描
く
「
線
」
で
あ
る
。
岡
倉
天
心
は
、
東
洋
芸
術
の
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濃
厚
に
刻
ん
で
い
る
。
こ
の
ハ
ン
グ
ル
は
、
李
朝
の
間
、
漢
字
に
文
化
的
優
越

を
譲
っ
て
い
た
が
、
二
十
世
紀
の
朝
鮮
の
運
命
の
中
で
民
族
の
文
化
的
な
自
覚

と
共
に
再
発
見
さ
れ
た
。
ハ
ン
グ
ル
書
芸
も
ま
た
二
十
世
紀
以
降
に
隆
盛
を
み

る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
片
仮
名
も
平
仮
名
も
漢
字
か
ら
派
生
し
た
。
両
者

は
、
中
国
か
ら
漢
字
を
取
り
入
れ
て
文
化
を
発
達
さ
せ
る
過
程
で
成
立
し
た

が
、
平
仮
名
は
、
平
か
な
書
と
い
う
文
化
・
分
野
を
形
成
し
て
き
た
。
平
か
な

書
は
、
漢
字
筆
法
に
由
来
す
る
と
は
い
え
独
特
の
書
法
と
運
筆
の
身
体
感
覚
を

伴
い
、
美
的
表
現
の
点
で
日
本
独
自
の
特
色
を
示
す
（「
中
国
書
法
の
影
響
と

和
様
の
書
」
島
谷
弘
幸
、「
和
歌
を
つ
む
ぐ
書
―
―
仮
名
の
詩
情
」
萱
の
り
子
）。

萱
は
、
平
か
な
書
は
、
和
歌
の
伝
統
と
切
り
離
し
が
た
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

詩
情
の
表
現
や
胚
胎
そ
の
も
の
が
、
書
と
歌
の
両
面
に
一
体
的
に
関
わ
る
と
述

べ
る
。
歌
の
情
を
筆
に
載
せ
て
書
に
す
る
の
で
は
な
く
、
歌
を
筆
で
書
く
と
い

う
行
為
の
中
で
、
こ
の
三
者
の
一
体
性
は
溶
け
合
い
、
そ
の
中
に
詩
情
が
宿
り

発
露
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
料
紙
に
書
か
れ
た
和
歌
の
分
析
（
意
味
と
の

諧
調
を
示
す
行
わ
け
や
用
字
や
墨
継
ぎ
等
の
観
察
・
鑑
賞
）
を
み
れ
ば
、
的
確

な
洞
察
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
た
萱
の
か
な
書
の
解
釈
の
背
後
に
は
、
書

家
と
し
て
の
経
験
が
あ
ろ
う
。

私
見
で
は
、
習
字
程
度
の
経
験
で
も
、
印
刷
字
体
な
い
し
電
子
フ
ォ
ン
ト
の

場
合
で
さ
え
も
同
様
の
筆
や
精
気
の
動
き
が
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
、
明
朝
体

に
は
、
手
と
筆
に
よ
る
運
筆
の
あ
と
が
ハ
ネ
や
ト
メ
の
形
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

ゴ
チ
ッ
ク
体
は
、
字
の
デ
ザ
イ
ン
の
構
成
要
素
に
線
の
長
短
は
あ
っ
て
も
、
運

真
髄
を
線
に
認
め
、
西
洋
画
か
ら
東
洋
画
の
本
質
を
区
別
す
る
も
の
と
し
て

「
骨
法
用
筆
」
を
挙
げ
、
こ
の
線
に
於
い
て
こ
そ
「
書
芸
と
絵
画
は
同
一
」
と

す
る
（
前
出
、
神
林
論
文
）。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
東
洋
の
書
と
絵

画
に
は
単
な
る
静
止
的
ま
た
空
間
的
な
芸
術
に
留
ま
ら
な
い
「
時
間
性
と
運
動

性
が
含
意
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
既
出
、
邱
振
中
）。
か
く
し
て
用
筆

を
基
底
と
す
る
「
書
画
一
致
」
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
る

の
は
執
筆
時
の
身
体
性
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
文
字
に
関
わ
る
身
体
感
覚

は
、
執
筆
や
運
筆
だ
け
で
な
く
筆
の
跡
で
あ
る
文
字
や
絵
画
を
観
、
或
い
は
読

む
場
合
で
も
働
く
。
書
と
画
、
字
と
絵
の
根
底
に
あ
る
筆
法
と
は
、
例
え
ば
、

我
々
が
習
字
で
教
わ
る
永
字
八
法
で
あ
り
、
起
筆
、
送
筆
、
収
筆
、
ト
メ
、
ハ

ネ
や
ハ
ラ
イ
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
方
や
書
く
動
作
に
は
独
自
の
力
の
入

れ
方
や
身
体
感
覚
が
伴
う
。
手
本
を
横
に
模
す
る
臨
書
は
、
字
の
再
現
を
超
え

て
、
力
加
減
や
呼
吸
な
ど
微
細
な
身
体
感
覚
の
な
ぞ
り
を
含
む
も
の
だ
ろ
う
。

漢
字
は
、
こ
の
筆
法
や
身
体
感
覚
と
の
関
連
で
字
体
を
形
成
し
て
き
た
。
逆
に

字
体
や
文
字
の
形
に
は
、
筆
記
具
を
使
う
身
体
の
感
覚
が
宿
っ
て
い
る
。（
ハ

ン
グ
ル
書
に
つ
い
て
は
、
朴
聖
媛
「
韓
国
の
ハ
ン
グ
ル
書
芸
に
つ
い
て
―
―
ハ

ン
グ
ル
書
芸
の
変
遷
と
中
国
書
法
の
関
係
」、
閔
周
植
「
韓
国
の
芸
術
文
化
、

そ
の
「
モ
ッ
」
の
世
界
」
の
論
文
参
照
）。
朴
の
論
考
は
興
味
深
い
。
十
五
世

紀
半
ば
、
世
宗
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
ハ
ン
グ
ル
は
、
漢
字
の
ご
と
き
表
意
文

字
で
は
な
く
表
音
文
字
で
あ
る
が
、
筆
で
漢
字
を
書
く
感
覚
、「
筆
法
」「
筆

勢
」
や
「
筆
意
」、
要
す
る
に
「
運
筆
」
の
身
心
感
覚
を
、
そ
の
字
体
の
中
に
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筆
線
の
肥
痩
は
な
く
一
様
な
太
さ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
字
を
見
る
こ
と
で
蘇

る
身
体
感
覚
、
或
い
は
目
で
な
ぞ
る
時
に
感
じ
る
運
筆
の
身
心
運
動
図
式
は
、

ゴ
チ
ッ
ク
体
で
は
相
対
的
に
感
じ
取
り
に
く
い
。
そ
の
点
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
流
行
し
た
丸
文
字
は
毛
筆
文
化
と
は
別
の
筆
記
具
文
化

の
所
産
で
あ
り
、
別
種
の
身
体
感
覚
を
示
す
字
体
で
あ
る
。
こ
う
し
た
身
体
感

覚
と
書
と
の
関
わ
り
を
問
う
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
情
報
機
器
の
出
現
に
よ
っ

て
文
字
と
書
く
こ
と
の
関
係
が
変
化
し
て
、
両
者
の
間
に
あ
っ
た
身
体
感
覚
的

関
わ
り
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
文
化
的
な
危
機
感
か
ら
で
あ
ろ
う

か
。
書
く
こ
と
描
く
こ
と
の
身
体
性
へ
の
問
い
は
以
前
か
ら
あ
る
が
、
こ
の
点

は
比
較
的
新
し
い
論
点
ま
た
研
究
傾
向
と
思
わ
れ
る
。

◆
漢
字
ら
し
さ
へ
の
問
い
か
け

運
筆
感
覚
と
は
別
に
漢
字
を
視
覚
的
記
号
と
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
意
味
を

離
れ
た
形
ま
た
デ
ザ
イ
ン
が
問
題
と
な
る
。
現
代
の
中
国
で
は
、
見
た
目
や
印

象
を
重
ん
じ
て
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
繁
体
字
の
新
字
体
が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
が
、
漢
字
の
印
象
に
は
、
見
た
目
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
別
種
の
理
解
が
関
与
し

て
い
る
。
漢
字
は
偏
や
旁
や
冠
や
部
首
な
ど
幾
つ
か
の
、
い
わ
ば
形
態
素
に
分

解
で
き
る
。
そ
の
形
態
素
の
複
合
・
合
成
ル
ー
ル
が
会
意
や
形
声
な
ど
の
漢
字

の
形
成
原
理
で
あ
る
。
劉
悦
笛
「
現
代
中
国
に
お
け
る
書
の
実
験
―
―
徐
冰
の

作
品
を
例
と
し
て
」
の
紹
介
す
る
中
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
徐
冰
の
作
品
〈
天

書
〉
は
、
従
来
に
な
い
漢
字
の
形
態
素
を
作
り
、
ま
た
従
来
の
形
態
素
を
新
し

い
仕
方
で
合
成
し
、
新
漢
字
（
も
ど
き
）
を
作
る
。
彼
は
、
形
態
素
及
び
合
成

ル
ー
ル
を
過
去
の
拘
束
か
ら
解
放
し
、
擬
宋
朝
体
フ
ォ
ン
ト
で
現
行
漢
字
と
し

て
は
意
味
の
な
い
漢
字
も
ど
き
を
作
る
。
徐
冰
の
作
品
は
、
視
覚
的
な
漢
字
ら

し
さ
に
依
拠
し
て
字
を
絵
に
し
、
そ
の
絵
を
字
ら
し
く
見
せ
る
ア
ー
ト
で
あ
る

が
、
根
底
に
あ
る
の
は
漢
字
の
形
成
原
理
次
元
で
の
模
倣
・
も
ど
き
で
も
あ

り
、
抽
象
的
な
漢
字
ら
し
さ
の
表
現
で
あ
る
。

伝
統
的
な
習
字
は
字
面
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
そ
の
筆
法
や
身
体
感
覚
の
修

得
で
も
あ
る
が
、
こ
の
徐
冰
の
作
品
は
、
書
く
こ
と
で
は
な
く
、
字
の
形
成
原

理
次
元
で
の
新
工
夫
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
新
し
く
漢
字
ら
し
さ
／
も

ど
き
を
作
り
出
し
て
い
る
。
徐
冰
の
考
え
る
書
は
、
意
味
な
き
漢
字
デ
ザ
イ
ン

だ
と
し
て
も
、
そ
の
造
形
性
も
面
白
さ
も
、
会
意
の
如
き
複
合
的
表
意
性
と
い

う
漢
字
文
化
の
形
成
原
理
に
関
す
る
理
解
に
依
拠
し
、
こ
れ
と
切
り
離
せ
な

い
。
彼
の
ア
ー
ト
の
創
作
、
そ
し
て
考
察
が
示
す
の
は
、
漢
字
書
は
現
在
も
な

お
文
字
を
書
く
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
ま
た
意
味
に
留
ま
ら
な
い
次
元
で
漢
字
文

化
が
有
す
る
膨
大
な
文
化
資
源
的
性
格
な
の
で
あ
る
。〈
天
書
〉
の
タ
イ
ト
ル

は
、
人
を
越
え
て
機
能
す
る
不
可
視
の
漢
字
の
生
産
メ
カ
ニ
ス
ム
を
示
唆
し
て

い
る
。

◆
書
の
美
学
へ
の
問
い
か
け

本
書
は
、
個
別
の
書
の
研
究
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
地
域
や
流
派

の
芸
術
現
象
、
或
い
は
書
文
化
の
理
想
と
い
う
意
味
で
の
〈
書
の
美
学
〉
を
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る
。
詩
書
画
の
伝
統
を
例
に
採
る
な
ら
ば
、
書
を
考
え
る
に
画
と
の
比
較
・
対

照
に
や
や
偏
り
、
詩
の
契
機
、
書
の
文
学
的
側
面
、
書
の
有
す
る
意
味
的
契
機

を
は
じ
め
と
す
る
諸
他
の
契
機
が
軽
視
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。「
和
歌
を

つ
む
ぐ
書
」（
萱
の
り
子
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
字
を
書
く
こ
と
は
単
な

る
意
味
伝
達
で
は
な
く
、
書
き
手
の
志
向
と
も
深
く
結
び
つ
き
、
時
に
意
味
の

実
用
的
伝
達
を
超
え
た
詩
情
の
表
現
で
も
あ
る
。
書
の
味
わ
い
は
、
定
型
的
文

字
で
の
実
用
的
意
味
伝
達
を
越
え
て
、
文
字
の
書
き
よ
う
や
墨
や
行
わ
け
や
紙

な
ど
の
吟
味
と
も
深
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
書
の
評
価
は
、
伝
統
的
に
詩
歌
や
絵
画
と
密
接
で
あ

り
、
ま
た
容
易
に
意
味
を
離
れ
な
い
。
例
え
ば
《
平
家
納
経
》
な
ど
は
料
紙
、

巻
本
の
製
法
等
、
ど
こ
を
取
り
上
げ
て
も
、
一
個
の
宗
教
的
な
美
術
工
芸
品
で

あ
っ
た
。
巻
物
の
金
地
に
書
か
れ
た
経
文
の
字
に
宿
る
文
化
の
力
や
書
の
伝
統

を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
純
化
や
美
的
自
律
性
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

か
ら
の
解
放
が
必
要
で
あ
る
。
書
を
単
に
芸
術
的
な
書
と
し
て
美
術
作
品
並
に

扱
お
う
と
す
る
近
代
美
学
の
流
れ
や
発
想
は
越
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
我
々

が
観
光
先
で
写
経
に
臨
む
場
合
な
ど
は
、
否
応
な
し
に
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
。書

は
総
合
芸
術
と
は
言
わ
な
い
が
、
個
々
の
文
脈
・
状
況
の
中
で
味
わ
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
画
賛
の
伝
統
な
ど
を
思
う
と
、
書
は
詩
や
絵
画
を
伴

う
蝶
番
と
し
て
先
人
と
後
人
を
結
び
、
友
を
結
ぶ
協
和
の
文
化
の
存
在
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
文
化
的
傾
向
は
、
個
別
作
品
と
し
て
切
り
出
し
た
書
の
造
形
性

様
々
の
角
度
か
ら
扱
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
美
学
は
、
既
存
の
美
学
の
適
用
に

留
ま
ら
な
い
。
個
別
の
研
究
が
既
存
の
美
学
的
前
提
へ
の
違
和
感
や
異
議
を
申

し
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
美
学
理
論
の
更
新
・
革
新
へ
の
端
緒
が
掴
め
る
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
か
ら
浮
上
す
る
学
問
上
の
美
学
的
諸
問
題
に
つ
い
て
触
れ
る
。

明
治
の
中
期
、
小
山
と
岡
倉
が
書
を
美
術
と
比
較
・
対
照
し
て
考
察
し
た
こ

と
は
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
は
、
あ
る
意
味
、
当
然
で
あ
っ
た
。
東
の
書
と
西

の
美
術
の
対
照
考
察
は
、
地
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
相
互
に
影
響
関
係
の
認
め

ら
れ
な
い
両
ジ
ャ
ン
ル
間
で
の
考
察
で
あ
っ
た
が
、
美
学
的
な
考
察
も
喚
起

し
、
天
心
は
東
洋
の
書
と
画
に
於
け
る
筆
と
線
の
重
大
性
を
洞
察
し
た
。
墨
人

会
や
徐
冰
な
ど
の
ア
ー
ト
を
考
え
る
際
に
大
切
な
の
は
、
西
と
の
比
較
に
限
ら

ず
、
一
つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
き
た
東
ア
ジ
ア
内
部
で
の
書
の
展
開
や
地
域

的
影
響
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
さ
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
戦
後

モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
非
歴
史
的
な
東
西
対
照
の
関
係
か
ら
、
書
と
美
術
と
の
相
互

交
錯
・
交
渉
を
唱
え
て
美
術
的
な
書
へ
の
飛
躍
が
起
き
た
よ
う
に
見
え
よ
う
。

し
か
し
、
実
際
の
経
緯
は
異
な
り
、
戦
前
か
ら
の
着
実
な
研
究
的
基
礎
の
上
に

戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
創
作
意
識
の
展
開
と
開
花
が
あ
る
。
ま
た
徐
冰
ア
ー
ト
の

理
解
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
普
及
し
た
千
年
二
千
年
に
及
ぶ
漢
字
教
育
の
伝
統
を

前
提
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
も
、
ま
た
あ
る
意
味
で
本
書
も
、
近
代
美
術
や
美
学
の
基

本
線
で
あ
る
造
形
性
や
美
的
自
律
性
や
表
現
媒
体
の
純
粋
性
の
神
話
を
尊
重
し

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
主
要
な
視
線
は
、
美
術
と
書
の
関
係
に
向
か
っ
て
い
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や
表
現
性
を
専
ら
強
調
す
る
個
人
主
義
的
、
ま
た
近
代
美
術
的
な
芸
術
観
と
は

相
違
す
る
。
文
学
を
含
む
書
の
文
化
の
全
体
性
を
考
慮
す
る
こ
と
で
地
域
や
時

間
を
越
え
て
繋
が
る
共
同
体
の
繋
が
り
や
価
値
観
が
よ
く
見
え
て
く
る
。
そ
う

し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
我
々
の
生
き
る
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
は
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
を
含
み
つ
つ
、
遥
か
な
る
文
化
伝
統
の
厚
み
を
湛
え
て
生
き
て
伝
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
、
本
書
は
あ
ら
た
め
て
感
じ
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

◆
ま
と
め

現
代
の
状
況
で
は
、
近
代
国
家
の
枠
組
み
で
国
別
の
書
を
と
り
あ
げ
て
、
そ

れ
だ
け
を
西
欧
美
術
の
一
部
分
と
対
峙
さ
せ
比
較
し
た
り
し
な
い
。
日
中
韓
の

一
国
を
取
り
出
し
て
、
日
本
の
平
か
な
書
、
中
国
の
書
法
、
韓
国
の
ハ
ン
グ
ル

書
芸
と
い
っ
た
一
国
の
書
の
文
化
的
優
越
性
を
強
調
し
た
り
し
な
い
。
こ
の
点

は
、
比
較
考
察
に
於
い
て
生
起
し
が
ち
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
戒
め
る
形

で
、
編
者
ら
が
本
書
の
企
画
に
際
し
、
こ
と
に
留
意
し
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。
書
は
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
展
開
と
一
体
で
あ
る
が
、
学
問
は
文
化
の
力

学
か
ら
距
離
を
置
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
内
部
で
の
書
の
比
較
的
研

究
は
、
歴
史
的
経
緯
に
即
し
た
ジ
ャ
ン
ル
の
影
響
や
主
題
や
技
術
・
技
法
の
展

開
の
検
討
と
い
う
意
味
で
、
正
統
的
な
研
究
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
内
部
で
の
国

境
を
超
え
た
研
究
が
い
っ
そ
う
進
展
し
て
こ
そ
、
西
欧
美
学
に
対
す
る
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
革
新
・
拡
大
の
契
機
が
生
ま
れ
、
東
西
の
比
較
美
学
も
熟
成
し
た
も

の
と
な
ろ
う
。

東
ア
ジ
ア
の
各
国
・
各
文
化
圏
で
培
っ
た
書
へ
の
見
方
、
ま
た
西
欧
か
ら
の

見
方
、
西
欧
を
学
び
意
識
し
た
東
ア
ジ
ア
自
身
の
自
己
へ
の
眼
差
し
、
過
去
か

ら
現
代
、
現
代
か
ら
過
去
、
こ
う
し
た
各
種
視
線
の
交
錯
に
よ
っ
て
本
書
は
、

書
と
書
研
究
の
現
在
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
書
に

向
け
ら
れ
た
視
線
の
交
錯
を
と
ら
え
、
書
の
美
学
の
現
在
形
を
多
文
化
的
に
定

位
さ
せ
よ
う
と
い
う
本
書
の
意
図
は
、
十
分
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。


